
生い立ちから大学での専攻を決めるまで

　相磯秀夫氏は 1932 年神奈川県に生まれ，神奈川県立工業高校を卒業

後，慶應義塾大学に進んだ．

　「私は戦中に中学に入ったのですが，親が建築をやっていたものです

から，息子は電気をやれということで，普通高校ではない神奈川県立工

業学校（神工）に行きました．工業学校としては名門校で非常に古いので

すが，戦後，高校になり，私は中学・高校と専門学校のような感じの工

業学校に通いました．戦中，戦後のため教育環境は劣悪で，工業高校の

ため，音楽，図画，書道などの科目はなく，英語，国語，数学，物理，

化学などの科目も形だけでした．高校では，電気について数学的な説明

はあまりなく，実験が好きな人には合いますが，私は不器用でそういう

のは合いませんでした．電気科のクラスは 60 数人で，大学に行ったの

は 4 人です．卒業の時は，焼け跡から動かない古いモーターを回収し，

銅線でワイヤリングの型を作り，それを埋め込んで，1 馬力のモーター

を動かしました．受験の「受」の字も知らないで育ちましたが，親はどこ

か大学へ行けということで，親戚や知人の勧めもあって私は慶應義塾大

学に進みました．大学に入ってこんな素晴らしい世界があるのかと非常

にびっくりしました」
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オーラルヒストリー 
相磯秀夫氏インタビュー†

インタビューア（五十音順）

　鵜飼直哉 1　　喜多千草 2　　発田　弘 3

　松永俊雄 4　　山田昭彦 5
相磯秀夫氏
1932年 神奈川県生まれ
1951年 神奈川県立神奈川工業高校卒業
1955年 慶應義塾大学工学部電気工学科卒業
1957年 同大学大学院工学研究科電気工学専

攻修士課程修了
1957年 大阪大学工学部助手
1957年 通商産業省工業技術院電気試験所電

子部技官
1960年 9月～ 1962年 3月　米国イリノイ大学

計算機研究所研究助手
1971年 慶應義塾大学工学部電気工学科教授
1982年 10月～ 1983年 3月　英国ケンブリッジ

大学ダウニングカレッジおよび計算
機研究所訪問教授

1990年 慶應義塾大学環境情報学部学部長・
教授

1999年 慶應義塾大学名誉教授
1999年 東京工科大学メディア学部学部長・

教授
1999年 6月～ 2008年 5月　東京工科大学学長
2008年 東京工科大学名誉教授
2008年 片柳学園（東京工科大学）理事
 工学博士（慶應義塾大学）

受賞・栄誉：
1968年 通商産業大臣賞
1977年 米国 AFIPS National Computer 

Conference最優秀論文賞
1979年 電子通信学会論文賞
1980年 情報処理学会論文賞，電子通信学会

論文賞
1987年 通商産業大臣個人賞
1995年 情報処理学会功績章，紫綬褒章　
2006年 瑞宝中受賞
2008年 C&C財団　C&C賞
2010年 高柳記念電子科学技術振興財団　
 高柳記念賞

† 	日時：2007 年 1 月 19 日
	 場所：東京工科大学

1 元富士通　2 関西大学　3 沖コンサルティングソリューションズ　4 東京工科大学　
5 コンピュータシステム＆メディア研究所

本稿は，1950 年代後半から日本のコンピュータの研究開発を牽引し，引き
続き大学における情報工学の研究・教育の中核としてさまざまな研究成果
を挙げ，教育改革を実現してこられた相磯秀夫氏にインタビューした内容
をまとめたものである．
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　大学に進学して，日吉キャンパスの一般教養の授業

は興味深く，これが大学なのだと相磯氏は改めて認識

した．大学の専門課程においても基礎的な科目が重要

であると考え，その応用にかなりの時間を費やした．

これにより，電気工学の基本的な現象はその理論も含

めきちんと理解できるようになり，電気工学の専攻に

意欲的に取り組めるようになった．

　「卒業研究は “ 放電の前駆現象に関する研究 ” とい

うテーマで前駆現象を観測する装置の試作に挑戦しま

した．秋葉原（昔は神田と言った）へ行って，アメリカ

海軍のジャンクの後段加速のブラウン管と広帯域のア

ンプを買ってきて，苦労して観測装置を作り上げたと

いうのが私の卒論です．これによって前駆現象を捉え

ることができ，電気学会に発表しました」

　大学卒業後，引き続き大学生活を楽しみたいと考え，

相磯氏は大学院に進学した．電気工学科の主任教授の

宗宮知行先生に呼び出され，電気試験所が優秀な大学

院生に来て欲しいといってきているという話を聞かさ

れた．電子計算機の研究をしている高橋 茂氏からの

要望で，当時慶應義塾大学に非常勤講師で来ていた山

下英男氏から宗宮先生に伝えられた．

電子計算機との出会い

　「宗宮先生が『君，これからは電子計算機の時代だ

よ』と言って私に電気試験所での研究を勧めました．

電気試験所には，何人かの慶應の卒業生がいましたが，

高橋さんもその一人でした．電気試験所で設備を見せ

てもらい，慶應なんかろくな設備もないのに，ここに

はすばらしい設備があり，おもしろい研究をしている，

さらに優秀な人がいっぱいいる，こんな世界がある

のだと思って驚きました．『ぜひここで勉強させてく

ださい』と言って，修士課程の 1 年生になったときに，

引き受けてもらいました」

　電気試験所においては，相磯氏の学部卒業の前年の

1954 年にトランジスタ計算機の研究開発プロジェク

トがスタートした．相磯氏は学部教育では，トランジ

スタの基礎原理以外に授業は受けたことがなく，トラ

ンジスタを使用した回路，さらには電子計算機につい

ても知識や経験もなかった．参加した当初はトランジ

スタの論文はあったが，モノはなく，電子計算機もな

かった．プロジェクトに加わった 1955 年の初夏に電

気試験所では ETL Mark III の設計を終了した．

　「グループリーダの高橋 茂さん，西野博二さんに電

子計算機について，一から教えてもらいました．回路

についてはこの人の右に出る人はいないと言われた松

崎磯一さんがおられました．Mark III（そのあとに開

発する Mark IV も）は，松崎さんがいなかったら，ま

ず動きませんでした．そのほかに近藤 薫さんがおら

れて正式にはその 4 人しかいませんでした．あとは

助っ人の私です．後に淵 一博さんなどが入ってきま

したけれども，非常に少人数でした．これだけのメン

バで Mark III，Mark IV を開発するわけですから，相

当な体力を必要としました．私は Mark III の時はバッ

クパネルの半田付けを担当しました．これまでこんな

経験はありませんでしたが，ほとんど全部やりました．

回路は勉強しましたが，Mark Ⅲの開発の時には，設

計はノータッチでした」

　Mark III は，1956 年に我が国 2 番目に誕生した電

子計算機として動作したが，使用したトランジスタが

点接触型であったため，動作が不安定であった．

　「点接触型のトランジスタはすごくショックに弱く，

過電流が少しでも流れると動作不能になってしまった．

トランジスタは東通工（東京通信工業，現 ソニー）が

作ってくれたが，大量生産できない．トランジスタが

故障すると , 東通工に電話をかけて生産をお願いする

と，『明日までに 5 〜 6 本準備しましょう』というわ

けです．メモリについてはあの当時は，普通は水銀遅

延線を使うのですが，Mark III では，水晶の多重反射

の遅延線というのを金石舎研究所（現 京セラクリスタ

ルデバイス）に作ってもらった．512 ビットの遅延線

を何本か作りましたが，動かすのが回路的に難しかっ

た．これを担当したのが松崎さんです．その当時もア

ナログ回路の設計は大変な時代でした．その後のメー

カーへの技術指導では，論理回路系は私，アナログ系

は松崎さんというコンビでうまくいきました．私はい

い人に会えたと今でも思っています」

　Mark III に引き続き，安定的に動作する接合型トラ
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ンジスタを使用する Mark IV の開発が始まり，相磯

氏に課せられた課題は基本回路の設計であった．東通

工から点接触型の 2T51 というトランジスタ 10 本が

提供され，日立から接合型の HJ23 というトランジス

タが提供された．トランジスタは高価で 1 本約 5,000

円，ダイオードは高いもので 200 円の時代であった

ので，できる限り使用本数を減らす必要があった（当

時の大卒男子の初任給は 13,000 円前後）．動作速度を

比較すると，2T51 は 1MHz で動作，HJ23 は 180kHz

ぐらいでしか動かなかった．2T51 はトランジスタラ

ジオ用であったので，大信号での動特性はバラバラ，

HJ23 は全部揃っていた．動作速度を 5 分の 1 程度に

落とすことで，HJ23 を採用することにした．

　相磯氏は，電気試験所での研究開発に加わりながら，

大学院修士課程を修了し，博士課程に進むことを考え

たが，大阪大学工学部助手になった．その後，電気試

験所電子部に研究者の定員増が認められ，当時の電子

部長の和田 弘氏，課長の高橋 茂氏の薦めで電気試験

所の電子部技官として戻ってきた．

研究開発と国産計算機開発に向けた技術
指導

　電気試験所においては，相磯氏が大学院生時代に

基本設計に参画した Mark IV の開発は順調に進捗し，

1957 年 11 月に完成した．Mark IV の設計において，

問題になったのは，高速記憶装置に何を使用するかで

あった．電気試験所では，高速磁気ドラムに注目し，

機械的な部分は北辰電機（現 横河電機）に，磁気的な

部分は東通工に依頼して開発に成功した．また，演算

機能については，EDSAC に準じ 10 進固定小数点方

式を内蔵させた．

　Mark IV が安定的に動作すると，その技術の導入を

要望する企業が次々に現れた．

　「最初に希望された日電（NEC）は，最初の設計の段

階ではすべてお任せしますといって，ほとんど手を

出しませんでした．私は Mark Ⅳの経験をベースにし

て，Mark Ⅳの問題点を整理しました．日電の NEAC-

2201 の論理設計は私 1 人でやり，調整のため約 1 カ月，

多摩川工場に通いました．Mark Ⅳの設計では，コン

トロールの流れにスマートさがなく，いろいろな図面

を見ないと調整できなかったので，私は NEAC のとき

に手直ししました．そのおかげで，NEAC の論理設計

のミスはたった 4 カ所で済みました．これについて

は課長の金田 弘さんが評価してくれました．2 進法で

はなく 10 進法を採用したので楽でした．その次の希

望は日立からでした．続いて，松下電器（現 パナソニ

ック），北辰電機，後にウノケ電子（現 PFU）なども開

発しましたが，回路が複雑で最初は動かない．私は動

作上の問題点はほぼ分かっていましたから，第 1 号
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機は全部面倒を見て動かしました」

イリノイ大学計算機研究所への留学

　電気試験所に勤務して 3 年になろうという時期に，

イリノイ大学への留学の話が出てきた．当時イリノイ

大学の計算機研究所（DCL: Digital Computer Labora-

tory）では，1952 年に開発した真空管式の非同期計算

機 ILLIAC I に続き，1956 年から ILLIAC II の研究

プロジェクトを開始した．しかし，実用化研究の担い

手である学生が学位を取ると DCL を離れてしまい研

究の中断により，プロジェクト完成の目処が立たなく

なっていた．その頃，DCL に滞在していた電気試験

所の高橋 茂氏に DCL 所長の A. H. Taub 氏から計算

機設計と実装の経験者の出張依頼があり，相磯氏にそ

の白羽の矢が立った．1960 年 9 月から 1962 年 3 月

までイリノイ大学に留学，ドクターコースに入った．

　「当時は，大学の案内書もありませんし，町のガイ

ドブックもなく，情報は何もありませんでした．私は

一応ドクターコースに入りましたが，給料は大学から

年俸 4,000 ドルもらいましたから，生活は余裕があり

ました．英語は，フォーマルな文章や話は分かりまし

たが，やはり最初は苦労しました．ILLIAC Ⅱのプロ

ジェクトで，基本論理回路を設計するトランジスタ回

路の専門の先生がいて，回路設計をするのですが，こ

れが複雑な回路で使えないものでした．ドクターコー

スの学生は私を含めて 5 人いたので，回路設計を全

部やり直すことになり，私も設計しました．回路設計

した後，ダイナミックな特性を含めて，チェックは専

門のテクニシャンがします．一応ダイナミックの特性

も測った結果は私たちも見ますが，私たちのほうはス

タティックの設計が中心です．出力電圧が何ボルトか

ら何ボルトの間に入っていれば，ちゃんと動く．スピ

ードは関係ない．遅くても，速くてもいいんです．こ

れが非同期式コンピュータの良いところです．演算回

路については，ドクターコースの大学院生 2 人が担

当しましたが，ほかの細かいところは私が全部設計し

ました．非同期方式は難しいと思っていましたが，制

御の進行が将棋倒し方式なので，リプライ（応答信号）

が返ってこなければ止まります．そのためどこが悪い

かすぐに分かるのです」

　相磯氏は，イリノイ大学計算機研究所の滞在は 1 年

間の予定であったが，もう 1 年延期してほしいとの要

望があった．諸般の事情から半年間延期することにな

ったが，ILLAC II の最終調整まで立ち会うことはで

きなかった．しかし，帰国後に同僚から演算制御系の

設計誤りはわずか 3 カ所であったことが知らされ，嬉

しく思ったとのことである．
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　また，ILLAC II の研究開発の傍ら，イリノイ大学

でドクターコースの授業を受けた．

　「同じコースにいた学生は世の中のことをあまり知

らないんですが，論文のまとめ方は理路整然．プレゼ

ンテーションはすごくうまい．やはり学部，特に大学

院での鍛えられ方が違うんです．私も授業をとりまし

たけど，試験，宿題の連続です．あれだけとっちめら

れますと，私も単位をいくつか取りましたけれども，

正直言って自分でも力がついたと思いました．留学す

る人によく言うのは，『少なくとも 1 つだけでも授業

をちゃんと取ってきなさい』そうしないと，外国大学

の教育の良さも分からないし，自分の個性も独創性も

磨かれないということです」

電気試験所に戻って

　相磯氏は，イリノイ大学から電気試験所に戻って，

すでにスタートしていた ETL Mark VI のプロジェク

トに参加した．8MHz × 2 相のクロックで同期して動

作する基本回路の設計はすでに終わっており，1µs の

磁心マトリックスの主記憶装置も開発していた．相磯

氏は，これらの高速素子を有効に活かすための計算機

アーキテクチャのあり方を研究し，主制御装置の中に

種々のアイディアを盛り込んだ．Mark VI は 1965 年

に動き出したが，本格的な実用化のためには，解決す

べきさまざまな課題があり，基礎研究と実用化研究を

どのように区分けして取り組むかを具体化する時期に

なっていた．

　「Mark VI では，キャッシュメモリを採用している．

プログラムキャッシュとデータキャッシュに分け，プ

ログラムキャッシュは命令を先取りして，小さなキャ

ッシュに蓄えていく．これは高橋 茂さんのアイディ

アだと思います．実際には，プログラミングによる

制御は複雑でした．ハードウェアは固定長でしたか

ら，ダブルレングスの計算，乗算をやれば当然データ

は倍長になりますから．そのデータの出し入れのため

のポップアップ・ダウンという処理操作はプログラム

的に大変でした．Mark Ⅵでは，Mark Ⅳの回路と違っ

て，高速のトランジスタを多く使い，制御は，先行制

御方式を実現しました．その設計は全部私がやりまし

た．Mark Ⅵでは，新しいことをどんどん取り入れま

したが，やはり研究と実用というのは随分差があるな

と思いました．ある意味では Mark Ⅵは失敗で，実用

化はしませんでした」

　一方，通商産業省は 1955 年から国産計算機産業の

育成を支援するための行政的な施策を始めており，い

わゆる大型プロジェクトの 1 つである「超高性能電子

計算機の研究開発」が 1966 年 4 月にスタートし，相

磯氏もそれに参加した．そのなかで，西野博二氏の

もとで，淵 一博氏らとともに時分割データ処理のた
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めのソフトウェア ETSS（ETL's Time Sharing Sys-

tem）の開発を担当した．このプロジェクトは，1971

年に終了し，これを契機に相磯氏は電気試験所を去る

ことになる．

大学への転身

　日本において，計算機の有用性が産業界や大学等に

おいて認識されるようになったのは 1960 年代後半に

なってからである．当時大学においては，基礎理論を

教える教員はいたが，計算機の細部にわたって実践的

な経験を積んだ教員は少なかった．相磯氏は，電気試

験所における 15 年間の計算機の研究開発のキャリア

が評価され，電気試験所を去るに際して，多くの大学

から勧誘を受けた．

　「私は電気試験所を辞めて，ある企業の研究所に行

こうと考えていました．私は計算機の設計や動作確認

など実践的なことをやってきましたから，大学に行く

なんてことは，まったく考えていませんでした．しか

し，実際のコンピュータアーキテクチャとかシステム

というのを知っている人が大学には少なかったもので

すから多くの大学から声がかかりました．東大，京大，

東北大などから話がありましたが，慶應義塾大学から

熱心な要請を受けて移籍しました．慶應義塾大学に移

籍後もかつての私の恩師だった工学部長のところに他

大学から勧誘がありましたが，慶應義塾大学の学生に

は満足していましたので，他大学の要請は辞退しま

した」

　相磯氏は，慶應義塾大学に移って，専門基礎理論，

計算機の基礎理論に加えて情報に関するリテラシ教育

など実践的な教育を行った．マイクロコンピュータが

出現した 1971 年頃，相磯氏の研究室の研究テーマの

中心はマイクロコンピュータであり，マイクロコンピ

ュータを使い始めた企業（ソニーと富士ゼロックス）か

ら社内の教育を依頼された．

　相磯氏の大学における研究は，タケダ理研工業（現 

アドバンテスト）の要望を受け，高速フーリエ変換

（FFT）のハードウェアを演算・メモリ・制御ユニッ

トすべてを高速 LSI で実現し，パイプライン処理方

式，ダイナミックプログラミング制御方式などを採用

した超高速信号処理プロセッサの開発でスタートした．

また，ミニコン，マイクロプロセッサを複数台結合し

たコンピュータ複合システムのアーキテクチャの研究

では，沖電気との共同研究で，ミニコンピュータ複合

体システム（KOCOS）の試作を通じて実証・実験を行

った．その後，1976 年に National Computer Confer-

ence で相磯氏が発表し，Best Paper Award を受賞し

た連続系シミュレータ（アナログコンピュータに匹敵）

をマイクロコンピュータで実現した研究へと続いて

いく．

　相磯氏が慶應義塾大学に移籍した当時，所 真理雄

氏，天野英晴氏は助手であった．慶應義塾大学の場

合，講座制ではないので，同じ研究室ではないが，研

究や討論は 3 人で行った．その際に 2 人の研究領域は，

異なった専門領域を探求するように勧めた．

　「助手の人とは，一緒にやって連名の論文を書きま

したけれども，講師になった人には，『あなたはこれ

からもう一人前の研究者である．自分で研究テーマを

設定して，自分で論文をまとめなさい．まとめた論文

に関しては，私の名前を書く必要はない』と言いまし

た．議論も合宿なども一緒に行いましたが，彼らが講

師になってからは連名で出した論文はほとんどありま

せん」

　相磯研が発足してから，数年後，坂村 健氏，梅田

望夫氏らが入ってきた．研究は計算機のアーキテクチ

ャ関係が多くなってくる．

　「坂村君は学生時代からもうプログラミングに関し

てはプロ中のプロ．3 年生になった時に私のところに

来て，『私はプログラミングに関しては何でも分かり

ます，LISP も書けます．自分の知らないことは，や

っぱりハードウェアとか OS だ』と言うんです．それ

を勉強したいから，ぜひ相磯研に入りたいといってき

た．ダイナミックマイクロプログラミングが非常に盛

んになってきた時でした．彼の学位論文はアーキテク

チャのオートマチック・チューニングです．彼は，説

得力があるし，プレゼンテーションはうまいし，結構，

後輩の面倒見も良かった．『ウェブ進化論』の梅田君も

いました．彼は坂村君と一緒に東大に移り，マスター
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コースに入った．しかし，梅田君は，東大をマスター

で飛び出し，結局，アメリカへ行きました」

　連想プロセッサに関する研究では，国際電信電話

（現 KDDI）と共同で行い，人工知能の分野で重要なセ

マンティックデータベースの検索のため，連想プロセ

ッサについて検討した（1979 年電子通信学会論文賞）．

また，ソフトウェア開発管理について，ソフトウェア

開発規模の大規模化・複雑化に対応するため日立ソフ

トエンジニアリングからの要請で共同研究を実施，総

合デバグの進捗度をプログラムテスト項目数・検出バ

グ数・作業日数との関係を PB 曲線で示し，さらに破

産プロジェクトを見出す方法を示した（1980 年度情報

処理学会論文賞）．

　相磯氏の下では実に個性的な方がたくさん育ってい

る．村井 純氏や徳田英幸氏などは別の学科であった

が，途中から相磯氏のところに加わり，薫陶を受けて

いる．

 1979 年からは，次世代コンピュータのあり方を元岡 

達東大教授（当時）や淵 一博氏が中心になって検討を

始めた．このプロジェクトでは，理論・アーキテクチ

ャ・応用の 3 部門に分かれ，相磯氏はその中でコンピ

ュータアーキテクチャ部門の主査を担当し，1982 年

に「第 5 世代コンピュータシステム・プロジェクト」と

してスタートした．

　「アーキテクチャというのは重要な意味を持ってい

ますから，次々世代のコンピュータとして魅力的なア

ーキテクチャを出す必要があったと思いますが，そう

簡単にはいかなかった．でもいろいろなアイディアを

出して，坂村君らとアーキテクチャを設定して絵を

かいた．理論のほうでは，ロジックプログラミング

が，これからは主流になるに違いないと淵さんとか古

川康一さんらが中心になってその魅力を主張してい

た．それに同調されたのが元岡先生だと思います．元

岡・淵ラインで，ロジックプログラミングをベースに

したアーキテクチャで行こうということが大体決まっ

た．そのほうが第 5 世代として相応しいというので．

ある意味では我々の案はけられたような感じです．い

い勉強はさせてもらいましたよ．でも PIM（Parallel 

Inference Machine）はできましたけれども，残念なが

ら商用にならなかった．もっと時間をかけて基礎を勉

強すべきだったと思います」

　坂村氏は，第 5 世代プロジェクトから離れ，TRON

を始める．その時，相磯氏は，坂村氏の考え（政府か

らお金をもらわないなど）を貫くように仕向けた．

　「若手の育て方にはいろいろあると思うけれども，

相当厳しく鍛えるタイプと私みたいに厳しいことは一

切言わない，目をつぶれるところはつぶるタイプがあ

る．個性を大切にするということは重要だと思います．

また，リーダにはある意味で先見性は必要で，良い環

境を整えてやることが大切だと思います」

　1987 年春に理工学部を離れ，設立予定の新学部に

移った．約 15 年にわたる工学（理工学）部時代の研究

成果は，約 130 編の査読付き論文として，学会論文

誌や国際会議の論文集に収録されている．慶應義塾大

における研究に関しては，「問題発見・解決能力」を養

う研究の方法をとった．特に，学生が国際会議に参加

することは，世界の巌しい実状を理解し，第一線の研

究に刺激を受け，優秀な外国人研究者の知己を得て自

分の研究に自信を持ち， 研究意欲の高揚に役立つこと

を確信した．

大学改革

　慶應義塾大学では湘南藤沢（湘南藤沢キャンパス：

SFC）に 2 つの学部を新設する構想が 1986 年 1 月に

示された．相磯氏は，同年 7 月に発足した新学部検討

委員会に理工学部代表の委員として加わった．この新

学部構想は，諸学問横断的な教育・研究を志向する学

部の創設を狙いとしたもので，高等教育の制度や運営

に至るあらゆる問題を議論して，従来の学部を超える

学部を新設しようとする計画であった．

　「各学部の代表とともに，新学部について定期的に

ディスカッションをやりました．1 つは理系，1 つは

文系ということになった．学術の進歩というのは，こ

れからは領域を越えた諸学問横断的なアプローチが必

要ではないだろうかということになって，学際的な学

部にしようという結論になったんです．これからは環

境と情報に限りなく強いということが求められるとい
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うことになって，新設学部の 1 つは，「環境情報」と

しましたが，文部省（現 文部科学省）は，当初は何の

ことかよく分からないと言うので．結局，数カ月にわ

たって文部省と議論を交わし，学部の大枠をまとめま

した」

　1990 年 4 月に SFC に「総合政策学部」と「環境情報

学部」が開設され，相磯氏は環境情報学部学部長に指

名された．2 学部の完成年度を待って，1994 年 4 月

に新大学院「政策・メディア研究科」を発足させるた

め，1991 年に新大学院構想委員会が設立され，相磯

氏は政策・メディア研究科の初代委員長に就任した．

政策・メディア研究科から 5 名の博士号取得者が出た

1999 年 3 月相磯氏は慶應義塾大学を退職し，メディ

ア学部の創設を検討し始めた東京工科大学に移籍した．

　「湘南藤沢では，やりたいことをやらせていただき

ました．政策・メディア研究科の発足に際して，メデ

ィア学を随分勉強しました．その頃，東京工科大学で

学部新設の話があり，私はメディア学を学部レベルで

教えるのであるなら，東京工科大学に移ってもいいと

電気試験所の時代に恩師であった高橋 茂学長に言い

ました」

　相磯氏は，1999 年 4 月にメディア学部の学部長と

して着任し，その年の 6 月に学長に選ばれた．相磯

氏は，メディア学部創設後，学術や技術の進歩や大学

を取り巻く環境の変化に対応するため，さらに既存の

工学部ならびに大学院の改革を計画した．工学部改革

においては，今後の社会に重要な役割が期待されるバ

イオテクノロジー系の学部を新設することを計画した．

これに合わせて，工学部の改組を行い既存の学科を統

合整理して，コンピュータ，ネットワーク，システム

の 3 つの系からなる「コンピュータサイエンス学部」を

創設した．この改革により，2003 年 4 月には，「バイ

オニクス学部（現 応用生物学部）」「コンピュータサイ

エンス学部」が発足した．また，大学院は「工学研究科」

を改組し，2005 年 4 月には「バイオ・情報メディア研

究科」を開設した．この中に，相磯氏の主張するダブ

ルメジャーの人材（異なった専門性を複数持つ人材）育

成プログラムを実現するため特定分野の技術と経営管

理・マーケティング・知的財産・企業倫理などに精通

した人材の育成を狙いとして，アントレプレナー専攻

を含めた．

　相磯氏は 2008 年 5 月に東京工科大学学長を退任し，

引き続き片柳学園理事を務めている．

　（編集担当：松永俊雄）
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